
Ⅱ　横断的施策

第2部

これからの県土づくり



施策内容
　県民の生命・財産を守り、社会活動の重要な機能を維持するため、社会資本の整備や維持管
理のハード対策に加え、災害リスクの高い土地の利用規制などのソフト対策を一体的に行い、
強くしなやかな県土づくりに向けた県土強靱化、防災・減災対策の加速化・深化を推進します。

主な取組
（ハード対策）
○	 災害時における安定的な輸送を支える広域道路ネットワークの充実・強化
○	 災害時における交通やライフラインの確保に向けた無電柱化の推進
○	 緊急輸送道路の通行確保に向けた予防伐採の推進
○	 広域的な活動拠点としての都市公園や道の駅等の有効活用
○	 洪水による被害を防ぐ河川整備の推進
○	 土砂災害による被害を防ぐ砂防施設の整備推進　　　　　　　　　　　　　　　　　等

（ソフト対策）
○	 浸水想定区域図の作成や土砂災害警戒区域の追加等によるハザードマップ整備支援
○	 水害や土砂災害の危険度をわかりやすく伝えるリアルタイム情報の充実
○	 国・県・市町・企業・住民などが一体となって取り組む流域治水対策の推進
○	 ダムの洪水調節容量の確保に向けた事前放流の的確な実施
○	 災害リスクを踏まえた防災まちづくりの促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

横断的施策１ 県土強靱化、防災・減災対策

広域道路ネットワークの充実・強化
（国道121号／日光川治防災）

緊急速報メールを活用したプッシュ型配信

河川整備（田川／宇都宮市）

ダムの事前放流
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施策内容
　急激に増加する老朽化した社会資本の安全性が将来にわたって確保できるよう、計画的な点
検と効果的な修繕等に取り組むとともに、新技術を活用して維持管理の高度化・効率化を図る
など、社会資本の長寿命化対策を推進します。

主な取組
○	 公共土木施設等の計画的な点検と効果的な修繕等による長寿命化対策の推進
○	 ドローン等の新技術を活用した効率的な維持管理の推進

横断的施策２ 社会資本の長寿命化対策

計画的な点検

長寿命化対策（公営住宅）

長寿命化対策（橋梁）

長寿命化対策（砂防施設）

ドローンを活用した点検

修繕前

修繕前

修繕前

修繕後

修繕後

修繕後

長寿命化対策（河川）

修繕前

修繕後
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施策内容
　多様な主体が積極的に県土づくりに参画し、活力ある社会を築いていくため、県民に開かれ
た県土づくりに取り組むとともに、地域における多様な主体との連携・協働、地域の守り手と
なる建設業の担い手の確保・育成など、協働による県土づくりを推進していきます。

主な取組
（県民に開かれた県土づくり）
○	 県民にわかりやすい公共事業に関する情報発信の推進
○	 公共事業の透明性確保に向けた事業評価の実施

（多様な主体との連携・協働）
○	 環境美化に向けた住民参加のボランティアサポートプログラムの推進

横断的施策３ 協働による県土づくり

栃木県県土ちゃんねる 栃木県県土整備部

ＳＮＳを活用した情報発信

ボランティアサポートプログラムの活動状況例
（県道黒磯黒羽線／那須塩原市）

愛ロードとちぎ 愛リバーとちぎ 愛パークとちぎ

（菊沢川／佐野市） （井頭公園／真岡市）

「栃木県公共事業評価委員会」実施状況
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（建設業の担い手の確保・育成）
○	 工事発注の平準化、週休２日や余裕期間の設定による働き方改革の推進
○	 建設業に携わる女性職員の働きやすい環境を整備するための「とちけん小町」活動
○	 高校生や子供たちへの建設事業のＰＲ活動や、インターンシップ支援による担い手確保
○	 若年者の就業意識向上を図るための実践的な講座の実施
○	 若手・中堅就業者の定着を図るための外部研修受講支援

「とちけん小町」活動（意見交換会）

ＰＲ活動（ポスター製作・掲示）

高校生向けの実践的な講座

ＰＲ活動（建設機械の搭乗体験）

インターンシップ支援

外部講習受講の支援
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施策内容
　Society5.0の実現に向けて、インフラ分野におけるＤＸ（デジタル・トランスフォーメーショ
ン）※を推進するとともに、地域課題の解決に向けた未来技術の実用化等を積極的に支援するな
ど、未来技術を活用した新しい県土づくりを推進します。

主な取組
（デジタル・トランスフォーメーションの推進）
○	 ＩＣＴ建機施工による建設現場の生産性向上
○	 ３次元データの活用による測量、設計、施工管理の省力化
○	 新技術を活用した高度で効率的な道路管理の推進
○	 ドローン等の新技術を活用した効率的な維持管理の推進
○	 ウェアラブルカメラ等を活用した現場情報のリアルタイム共有 「新たな日常」

横断的施策４ 未来技術を活用した新しい県土づくり

ＩＣＴ建機施工（土工）

３次元データの活用

ドローンを活用した点検

ＩＣＴ建機施工（舗装工）

スマートフォンを活用した道路パトロール

建設現場の遠隔臨場イメージ
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人工衛星
カメラ

映像から、走行可能エリア、道路の区
画線や道路標識、信号機等の状況を
把握するほか、周囲の障害物等の検
知を補助する

高精度 次元地図
道路情報を 次元で把握できるデジタルデータベース
で、道路の線形や勾配、道路上の区画線、道路標識、
道路周辺の構造物等の位置情報が含まれる

基準点

（ライダー）

レーザーを用いたセンサで、
車両と周囲との距離や
方向を測定して車両の位置を
把握するほか、周囲の障害物等
の検知を行う

障害物検知センサ

障害物検知センサ

（地域課題の解決に向けた未来技術の実用化）
○	 交通系ＩＣカード、MaaS等のＩＣＴを活用した公共交通の利便性向上の促進 「新たな日常」

○	 ビッグデータを活用した交通渋滞や交通安全対策の推進

○	 無人自動運転技術の導入による効率的な公共交通の運行の促進

MaaSのイメージ

無人自動運転技術の導入に向けた社会実験
（宇都宮市大谷地区）

スマートシティの導入イメージ

※	 ＩＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させるという概念
「新たな日常」　新型コロナウイルス感染症を踏まえた、「新たな日常」の実現に向けた取組

自動運転システム（Ａutonomous）を導入した
路線バス（Ｂus）の本格運行を目指した
挑戦（Ｃhallenge）

　このプロジェクトでは、県内における令和７（2025）年度の自動運転バスの本格運行を目指し、
多くの方に自動運転バスを体験してもらえるよう、県内10か所で実証実験を実施する予定です。

R2 R3 R4 R5 R6 R7

全国

県内 自動運転バス
本格運行

（技術開発、実証実験、法制度整備等）

栃木県ＡＢＣプロジェクト　（実証実験、機運醸成等） （運行準備等）

全国普及
（過疎地等）

自動運転技術のイメージ
※自動運転では、車両の位置を特定する技術や障害物等を認
識する技術の組合せで安全な走行を実現

≪自動運転車両の例≫

グリーンスローモビリティ
（福井県永平寺町における実証実験）

中型バス
（茨城県日立市における実証実験）

小型バス
（埼玉県さいたま市における実証実験）
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重点施策

①成長を支える広域道路
ネットワークの充実・強化 ● ● ● ●

②誰もが安全で安心して利
用できる道づくり ● ● ● ●

③快適で円滑な移動を支え
る道づくり ● ● ● ●

④未来を見据えた持続可能
な道路管理 ● ● ● ● ● ●

⑤地域資源を活かしたサイ
クルツーリズム ● ● ● ●

⑥令和元年東日本台風によ
る被害箇所の早期復旧と
再度災害の防止

● ● ● ● ●

⑦あらゆる関係者との協働
による流域治水対策 ● ● ● ● ●

⑧「とちぎのスマート＋コ
ンパクトシティ」の実現 ● ● ● ● ● ● ●

⑨誰もが安心して快適に暮
らせる住まいの確保 ● ● ●

⑩快適で魅力にあふれる都
市公園づくり ● ●

⑪地域の実情に応じた公共
交通サービスの確保・充実 ● ● ● ●

　本プランの重点施策に掲げる各種取組を推進することは、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
の達成にもつながります。
　県民をはじめ、市町、関係団体、企業、ＮＰＯなど地域社会を構成する多様な主体とＳＤＧ
ｓの理念・目標を共有するとともに、連携・協働しながら、ＳＤＧｓの各ゴールの達成に向け
た取組を積極的に推進していきます。

⃝県土づくりプランに掲げる重点施策とＳＤＧｓの関係
関係するゴールに●を記載

横断的施策５ プランの推進とＳＤＧｓ
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① ② ③ ④
⑤ ⑥ ⑦ ⑧

（表紙写真）
①国道408号真岡南ＢＰ 【１道路】
②うつのみやサイクルピクニック 【１道路】
③わたらせ渓谷鐵道 【４公共交通】
④那須野が原公園 【３まちづくり】
⑤県道杉山石末線 【１道路】
⑥東荒川ダム 【２河川・砂防】
⑦ちょっ蔵広場 【３まちづくり】
⑧芳賀遊水地 【２河川】

（裏表紙写真）カンセキスタジアムとちぎ【３まちづくり】
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